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地震概況（平成１６年新潟県中越地震）

●観測史上最大の直下型地震

●地震発生からこれまでの動き

●震度５以上の余震が断続的に発生

１０月２３日１７時５６分頃に新潟県中越地方の深さ約１３ｋｍでマグニチュード６.８の地震が発生し、震度計による観測が始まって以

来初めて川口町で最大震度７を観測した。また、同日１８時１１分頃にマグニチュード６.０、１８時３４分頃にはマグニチュード６.５の

地震が発生し、川口町で強震観測史上最大値となる最大加速度２,５１５ガル（震度６強）を観測した。

県都・新潟市に壊滅的な被害をもたらした４０年前の「新潟地震」（１９６４年６月１６日、マグニチュード７.５）は、新潟県北部の日本

海粟島沖を震源地とした「海溝型」地震

だった。これに対して、「新潟県中越地震」

は本震・余震のいずれも深さ約５キロ

メートルから約２０キロメートルの浅い所で

地層がずれて発生した。１９９５年１月１７日

に神戸市を直撃した阪神・淡路大震災と

同様の「直下型」の大地震となった。

本震直後から断続的に発生している余震は、１２月

２８日１９時までに延べ８７７回（震度１以上）を数え、本

震発生より４日を経た２７日１０時４０分頃にも、震度６弱

（マグニチュード６.１）の余震が発生している。今回の

地震は震度５以上の余震が長期間に、しかも断続的

に発生していることが、大きな特徴と言える。
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川口

は震度７
震源地

６は震度６弱 ５は震度５弱
６は震度６強 ５は震度５強

■地震の状況（震度５以上）
（H１６.１２.２８１９：００現在）

■新潟県中越地震の有感地震発生回数
（気象庁資料　H１６.１２.２８１９：００現在）

■過去の地震活動と新潟県中越地震の余震活動（気象庁資料）
（Ｍ４.０以上の地震累計回数）

1 2

震源時
マグニチュード 最大震度震源の深さ

（km）月 日 時分

  １７：５６ ６.８ １３ ７

  １７：５９ ５.３ １６ ５強

  １８：０３ ６.３ ９ ５強

  １８：０７ ５.７ １５ ５強

  １８：１１ ６.０ １２ ６強

 １０月２３日 １８：３４ ６.５ １４ ６強

  １８：３６ ５.１ ７ ５弱

  １８：５７ ５.３ ８ ５強

  １９：３６ ５.３ １１ ５弱

  １９：４５ ５.７ １２ ６弱

  １９：４８ ４.４ １４ ５弱

 １０月２４日 １４：２１ ５.０ １１ ５強

  ０：２８ ５.３ １０ ５弱

  ６：０４ ５.８ １５ ５強

 １０月２７日 １０：４０ ６.１ １２ ６弱

 １１月４日 ８：５７ ５.２ １８ ５強

 １１月８日 １１：１５ ５.９ ごく浅い ５強

 １１月１０日 ３：４３ ５.３ ５ ５弱

 １２月２８日 １８：３０ ５.０ ８ ５弱

１０月２５日

気象庁資料

10月23日
１７：５６ 新潟県中越で震度７、Ｍ６.８の地震発生

１８：００ 北陸地方整備局災害対
策本部を設置、地震災
害の非常体制を発令（管
内４支部が非常体制、８
支部が警戒体制、６支部
が注意体制をそれぞれ
発令）

１８：１０ 直轄国道の異常時巡回開始

１８：１１ 新潟県中越で震度６強、Ｍ６.０の余震発生

１８：２５ 直轄管理河川の巡視開始

１８：３４ 新潟県中越で震度６強、Ｍ６.５の余震発生

１９：２０ ヘリコプター（北陸地整借上）による被害状況調査を開始

１９：４５ 新潟県中越で震度６弱、Ｍ５.７の余震発生

２１：００ 港湾・空港施設は点検の結果、異常がないことを確認

２１：４０ 東北地整保有「みちのく号」
による被害状況調査を開始

10月24日
北側国土交通大臣が被災地を
視察

１３：００ 関越自動車道で必要な応急復
旧を実施し、緊急車両が通行
可能な通路を確保

10月25日
１：００ 直轄国道は概ねの箇所で緊急復旧を完了し、緊急車両と被

災地域車両の通行を確保

２４：００ 直轄河川で甚大な被害を受けた長岡市三俵野地先の信濃川
右岸堤防の応急復旧完了

10月26日
小泉総理大臣が被災地を視察

10月27日
７：３０ 新潟空港の２４時間運用開始

１０：４０ 新潟県中越で震度６弱、Ｍ６.１の余震発生

10月30日
蓮実、岩井両国土交通副大臣が被災地を視察

11月2日
１６：２０ 国道１７号が全線で通行可能に（和南津トンネルが片側交互

通行で開通）

11月5日
１１月２日に新潟県知事から国土交通大臣に国道２９１号の災
害復旧と芋川流域等の砂防事業についての支援要請を受
け、北陸地方整備局内に「中越地震復旧対策準備室」を設置

国土交通省の関係機関による「国土交通省復旧・支援対策
現地連絡会議」を開催

１６：００ 関越自動車道長岡IC～小出IC間　通行止め解除。暫定２車
線で通行開始

11月6日
天皇・皇后両陛下が被災地をご訪問

１１月５日に芋川流域の東竹沢地区及び寺野地区の砂防事
業を直轄砂防災害関連緊急事業として採択し実施

11月8日
市町村所管の公共土木施設の災害復旧に必要となる現地調
査や工法検討業務を支援するため、「新潟県中越地震災害復
旧応援派遣本部」を設置。東北・関東・中部・中国・四国の
各地方整備局職員が参集し、応援活動を開始

11月10日
直轄河川の応急対策を完了（１箇所を除く）

11月11日
国道２９１号災害復旧事業の権限代行が告示

国道２９１号災害復旧及び
芋川流域等の砂防事業の
直轄化に伴い、「中越地震
復旧対策準備室」を「中越
地震復旧対策室」に改称

11月12日
芋川河道閉塞対応のための「芋川河道閉塞現地対策室」を
湯沢砂防事務所内に設置

11月16日
脱線したJR上越新幹線「とき３２５号」の車両が撤去完了

11月17日
中野、伊達両国土交通大臣政務官が被災地を視察

学識経験者と行政関係者による「芋川河道閉塞対策検討委
員会」を設置。第１回会議を開催

11月18日
学識経験者と専門家による「国道２９１号災害復旧技術検討
委員会」を設置。第１回会議を開催

11月24日
長岡市と刈羽郡小国町で仮設住宅の入居開始

11月26日
国土交通省非常災害対策本部を改組し、「国土交通省災害復
旧・復興支援本部」を設置

１６：００ 関越自動車道 長岡ＩＣ～小出ＩＣ間　暫定２車線から４車線
で通行開始

11月29日
ＪＲ信越本線柏崎～長岡間が運転再開

11月30日
山古志村復旧支援関係省庁会議を開催

12月4日
山古志村東竹沢地区の河道閉塞箇所において、「仮設排水管」
による排水を開始

12月5日
国道２９１号の復旧工事用道路完成。山古志村梶金地区に残
された自家用車を搬出

12月10日
新潟県中越地震復旧・復興支援部会を設置。第１回会議開催

12月19日
山古志村寺野地区の応急対策（表面排水路工）完了

12月22日
仮設住宅への入居等により全ての避難所が閉鎖

12月26日
１４：５５ 国道１７号和南津トンネルの片側交互通行規制解除。２車線

で通行可能に

12月27日
JR上越線小出～宮内間、飯山線越後川口～十日町間が運転再開

12月28日
ＪＲ上越新幹線の長岡～越後湯沢間が運転再開

今後の復旧事業及び復興支援を一括的かつ効率的に推進する
ため、「新潟県中越地震北陸地方整備局復旧・復興本部」を設置

山古志村東竹沢地区の仮排水路を整備し、応急対策（融雪期
対応）を完了

１５：３０ 芋川河道閉塞の応急対策完了を受け、北陸地方整備局災害
対策本部は非常体制を注意体制に移行

中越地震復旧対策室の執務状況

被災状況を調査した「みちのく号」

■２３日１７：５６に発生した本震における
震度分布（震度５以上の主な地点）

魚沼市小
お

平
びろ

尾
う

地区で確認された地震断層
（（独）産業技術総合研究所 提供）

2004年新潟県中越地震（M6.8）
1945年三河地震（M6.8）

1943年鳥取地震（M7.2）

1995年兵庫県南部地震（M7.3）

2000年鳥取県西部地震（M7.3）

2003年宮城県北部地震（M6.4）

本震からの経過日数
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災害対策本部員会議の様子

※太字は震災復旧に関する主な出来事




